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パブリックコメントで提出された意見及び回答（起草委員会確定）

提案者 ５人 意見 ７件

提案者等 意見の概要 回答（起草委員会確定）

Ａ 「非暴力と対話で核兵器の廃絶

と世界の平和を訴え・・・」とい

う表現があるが、安全保障のため

に用いられる経済封鎖は暴力と言

えるのではないでしょうか。経済

封鎖をも認めないものとすること

は現実的ではないため、「非暴力」

という表現をするのは好ましくな

いと思います。

経済封鎖が暴力と言えるかどう

かは、さまざまな考え方があります

が、核兵器の廃絶と世界の平和を訴

える手段としては、いかなる困難が

あっても暴力的な手段によるべき

ではないとの強い決意を「非暴力」

と表現しています。
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提案者等 意見の概要 回答（起草委員会確定）

Ｂ 「ぼくたち、わたしたちも・・・・」

の表現を「ぼくたち、わたしたち

も 世界の平和のために 未来の

平和のために できることをがん

ばります」にした方がよいと思い

ます。

こどもたちの未来に向かっての

決意を強調するために、「平和のた

めに」という表現を「平和な未来の

ために」という表現に修正しまし

た。

「世界の平和のために」という表

現については、前後に世界平和に関

する記述があるため、ここでは用い

ないことにしました。
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提案者等 意見の概要 回答（起草委員会確定）

Ｃ１ 平和への願いは、人類普遍のテ

ーマであると思います。今回の宣

言は、そうした普遍性を持ったも

のが望ましいと思います。

２０年、３０年後、ともすれば

５０年後、１００年後においても、

この宣言が京田辺市民の生活やま

ちづくりの基盤となるものであっ

てほしいと思います。

その点から見たとき、今回の宣

言文は、今を生きる市民からのメ

ッセージをもとにされている部分

がありますが、「多くの市民から寄

せられた」という表現は、「今」的

な表現であることと、こうした想

いは、未来の子どもや市民も同じ

想いを持つものと思います。その

ことから、未来の人の願いも共有

するような表現とすることが、よ

り普遍的なものとなるのではない

でしょうか。

ふたつのメッセージを宣言文に

盛り込んだ理由をより明確にする

ため、「多くの市民から寄せられた」

という表現を「世代を越えて受け継

がれる」という普遍的な表現に修正

しました。

Ｃ２ これからの社会は、よりグロー

バルになってくると思います。自

分の住む地域や国を愛する心を持

ちながらも、同じ地球に住む者の

一人一人であることの自覚をもつ

ことが、戦争や紛争をなくすこと、

さらには地球環境を守っていくこ

とにもつながるものと思います。

そうした点にも触れた表現なども

盛り込めたらいいのではないかと

思います。

「家庭から地域、地域から世界へ

と」という表現の中にグローバルな

視点が含まれているものと考えま

す。
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提案者等 意見の概要 回答（起草委員会確定）

Ｄ 以下を平和宣言で中心にしたい

ところだと思います。

地球の環境は太陽の光と熱を受

けて適当な状態をつくり、人間を

含む生物を発生し進化が進み、最

高な動物としての人間を育ててき

ました。現代人の世界が始まった

ばかりという段階で今の人間は地

球の属性にはまり込んで“不動の

大地”を実感している日常ですが、

宇宙空間を移動している「地球の

存在」と「生物の生存」を認識す

れば、戦争はしない、話し合いで

解決する、常識であたりまえのこ

とを考え直してみる必要に迫られ

ることが多いのではないでしょう

か。そこで豊かで幸せな社会を構

成し建設していくためには、“宇宙

の中のホコリの一粒”にもあたら

ない極小さい存在なので世界を一

つと考えて生活している地球を愛

し、自然と環境を大切にして人間

社会が永続していく必要を痛感す

ると同時にその責任をも感じてい

ます。「地球の存在」を認識する人

間にこそ実現できることでしょ

う。生物の成育には「欲」は必要

でしょうが、人間では「欲」を抑

え「欲張り」にならない「地球を

愛する会」を育てましょう。そし

て子孫にはその社会を確立して引

き継いでいく重責があります。こ

の２１世紀にこそ、この時代を築

きたいものです。

「家庭から地域、地域から世界へ

と」という表現の中に地球というグ

ローバルな視点が含まれているも

のと考えます。

また、「生命（いのち）の尊さ」

という表現の中に、人間のみなら

ず、全ての生命という意味を込めて

います。



5

提案者 意見の概要 回答（起草委員会確定）

Ｅ１ 総論の羅列の宣言も大事だが、

一人一人が身近にできるサブスロ

ーガン的な、具体的な努力目標の

設定が大切だと感じます。緑化運

動、地方紙、ミニコミ誌を巻き込

んだ平和に対しての意識啓発運動

もよいと思います。従来型の講演

会形式では、広い層の範囲での啓

発は困難と考えます。

平和への行動については、「一人

ひとりが平和の実現に向けて努力

する・・・」の部分に記述していま

す。

いただいたご意見は、今後、平和

事業を推進する際に参考にさせて

いただきます。

Ｅ２ 国連でも今よく意識されている

キーワードに「地球市民」と言う

のが有ります。京田辺市発信云々

は非常に大切なキーワードで有る

と存じますが、人類の大きな連帯

無くしては世界の核廃絶・平和社

会は叶いません。個々の意識をよ

りグローバルに、又スケールの大

きな宣言にするためにも「地球市

民」の文言の挿入が大切なのでは

ないでしょうか？むしろ国連に先

駆けて「宇宙市民」と言う文言を

創っても良い位です。

「家庭から地域、地域から世界へ

と」という表現の中に「地球市民」

というグローバルな視点が含まれ

ているものと考えます。
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